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農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員が、担当区域の、農地の調査を実施し、遊

休農地等の現状を把握しました。（市内では、農地、約３千ヘクタールの内、約２００ヘ

クタールの遊休農地が確認されています。） 

 

数十年耕作がされていない畑 
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 新

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
元
号
が
令
和
と
な
り
、
初
め
て
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
当
委
員
会

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
農
家
の
皆
様
は
も
と
よ
り
関
係
機
関
の
皆
様

方
に
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
二
委
員
体

制
と
な
り
、
本
年
の
７
月
で
、
早
い
も
の
で
、
三
年
の
任
期
満
了
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
台
風
十
五
号
、
十
九
号
、
大
雨
に
よ
る
水
害
等
に
よ
る

甚
大
な
農
業
被
害
が
あ
り
、
私
ど
も
、
農
業
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
最
も
厳
し
い
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

本
年
は
、
自
然
災
害
も
無
く
、
農
業
、
ま
た
、
他
産
業
等
に
も
有

意
義
な
年
に
な
る
事
を
願
い
、
農
業
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
、
邁
進

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
皆
様
の
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

                

様々な事情で耕作を続けるのが難しく、農地

の維持管理が困難で貸付・譲渡を希望される場

合は、地元の農業委員または、市農政課、農業

委員会事務局までご相談ください。 

 

遊休農地は、雑草雑木の繁茂や害虫が発生し、

周辺で耕作をしている農業者に迷惑を及ぼすこ

ととなりますので、農地所有者においては、責

任を持って管理し、他人に迷惑を及ぼさないよ

うにしてください。 

昨年の９月～１０月にかけて、農地の利用状況の現地調査を実施しました。 
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農地利用最適化推進委員の足立正道委員（夫妻）の指導のもと、寺崎の足立さんの

水田を活用して、寺崎小学校、吉田浩校長先生と５年生（６６名）が、種まきから稲

刈りまでを体験しました。 

 足立委員は、子供達にコメ作り体験をし、コメがどのように作られるのか、コメ作

りの大変さ等を理解してほしく、稲作体験を行いました。 

 平成３１年４月中旬に種まきを行い、令和元年５月中旬に田植えを実施 

（子供達は、素足で田んぼに入りました。）６月の上旬には、草取りを実施（子供達

は素足です。） 

７月の中旬には、害鳥除けとして、子供達が案山子を建てました。 

９月の中旬には、黄金色に稲穂が染まり、待ちに待った、稲刈り（先生も奮闘）を実

施しました。 

１１月中旬には、コメ作り体験の発表会を実施、収穫したコメを学校給食で、みんな

で食べました。（寺崎小学校全員が食べました。） 

体験を通じ、あたりまえのように、毎日の食卓にあるコメが、どのように作られるの

か、理解した事と思います。 

農業者年金に加入しませんか 老後の備えは国民年金＋農業者年金で安心 ! 

●加入要件 

 ６０歳未満の国民年金の第１号被保険者であって、年間６０日以上農業に従事して

いる方は誰でも加入できます。 

●保険料は、月額２万円から６万７千円まで自由に選択できます。 

●積立方式で年金額は加入者・受給者数に左右されない、少子高齢化時代に強い年金

です。 

●認定農業者等一定の要件を備えた意欲ある担い手に対して、国が保険料を一定の割

合で負担する制度もあります。 

●年金は終身受給できます。加入者が８０歳前に亡くなった場合は、８０歳までに受

け取る予定であった年金を遺族が受け取ることができます。 

加入のお問い合わせは、農業委員会又は下記まで。 

 独立行政法人農業者年金基金 電話:03-3502-3199 

ホームページ：http://www.nounen.go.jp 
 

 

 

全国農業新聞を購読しよう 

全国農業新聞は、農業経営に役立つ農業総合専門誌として、高い評価を受けて

います。毎週金曜日発行で、購読料は月７００円（税込）です。 

購 読 の お 問 い 合 わ せ は 、 農 業 委 員 会 又 は 下 記 ま で 。 

 東京都千代田区二番町 9-8中央労働基準協会ビル  

全国農業新聞 新聞業務部 電話：03-6910-1130 
    

 

寺崎小学校（５年生）の生徒がコメ作りを体験しました。 

 


